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中学３年生は、働くことが自分の生活の充実（収入を得る、家族を支える、働く
ことそのものが楽しい等）につながるということだけではなく、
社会貢献につながるということを知る授業を受けました。

講師は「独立行政法人国際協力機構（JICA）」の方（大和中学校卒業生）で、
お話の中で「どんな職業を選択しても、社会貢献につながる」といった言葉をい
ただき、
多くの生徒の印象に残っていました。

2



「広島国際空港」の方からも、
「どんな仕事であっても、立派な社会貢献となる」といった言葉をいただきまし
た。
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「JFEエンジニアリング」の方からは、
「自分が好きなこと、得意なこと、苦手でもやりたいことで、誰かが喜ぶ仕事を
やってみるのもいいかも」といった言葉をいただきました。
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社会貢献の１つの視点として、企業が取り組んでいるSDGｓについてのお話を
していただきました。

食協株式会社の方から
・地域人材の積極採用
・広島県のお米を積極的に商品化していること
・地元小学生への食育授業の実施
・地域スポーツ（カープ、ホームテレビ主催のママさんバレーなど）への支援

についてのお話をしていただきました。
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中国電力株式会社です。

SDGｓ１７の目標のうち、
３ すべての人に健康と福祉を
４ 質の高い教育をみんなに
６ 安全な水とトイレを世界中に
７ エネルギーをみんなに そしてクリーンに

を中心に、ワークショップ形式の授業をしてくださいました。
この授業を通して、いつでもどこでも電気が使えることは、SDGｓの実現に向
けて大切なことであることを学習しました。
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これらの話を受けて、自分の進路と社会貢献とを関連付けてレポートを作成し、
代表グループが文化祭で発表しました。
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